
第五章 結 論

1 .陽圧換気方式無窓豚舎の 空気分布に関する研究

小屋組 妻 面 に 設 け ら れ た換気 扇 から屋根裏空間に空気を導入

し、天井 に設けられた 2列 のスリットから舎内に空 気 を送り込

み、両側側壁下部に設けら れ たスリットから空気を排出する陽

圧換気方 式 の 無 窓 豚 舎 の 模 型 実 験 か ら 得 ら れ た 結 果 は 次 の 通 り

である O

( 1 )換気量の多い場合、吹出気流速の奥行き方向による分布は

屋根裏空聞が大きいため、 スロット開度に関係なく、 不 均 ー で

あった。特に換気扇近くでは、屋根裏空間に吹き込まれた気流

の誘導現象に よ っ て 、 舎 内空気が屋根裏空間へ逆流する可能性

がある 。

( 2 )夏 期 条 件 に お け る 気 流分布は、主に、吹出気流方向によっ

て左右される 。

( 3 )奥行き方向の舎内の気 流分布および温度分布は天井スロッ

トからの吹出気流速を同じにすることにより均 ー になる O

( 4 )冬 期 条 件における無次元温度分布は換気回数が少ない方が

均 ー になる O 舎内代表温度と吹出温度との差が大きくなると、

豚房付近はよ り 高 温 に な る が 、 こ の 温 度 差 が 舎 内 全 体 に 及 ぼ す

影響は小さい O

( 5 )換気扇 位 置 か ら 遠 く 、吹出気流速が大きい所での舎内無次

元温度は小さくなる O

2.通風式 二 重被覆無窓豚舎に関する研究

夏期における測定結果からは次のことがわかった O

( 1 )舎内気 温は外気温に対して日中で約 1K、夜間で 1. 5 Kから

1 .9 Kそれぞれ上昇していた O 舎内気温は外気温に追従して変

化 して おり、日射が、 直 接的に、舎内気温に影響しない O
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( 2 )舎内 熱収支から、日中の 土 壌 が 舎 内 気 温 上 昇 抑制に大きく

影響することが わか った O ま た、飼 育 密度の調節によって、夜

間 の舎内外気温差の調節はできるが、日中はあまり効果がない O

( 3 ) 外 側被覆材の吸収放射熱 量 が 少 な い こ と 、 お よ び 外 側 被 覆

材から内側被覆材へ伝達される対流熱量の一部が通気層空気に

よって外 部 へ排出されるため に 、 二 重 被 覆 壁 体 構 造 と 従 来 型 豚

舎に用い ら れる部材とで壁体からの舎内取得熱量は同程度であ

る O

( 4 )日中、舎内外気温差を約 lK以下に抑えるには、換気回数は、

最低でも、約 20回/hが必要 である O

( 5 )舎内気流分布は吹出口 1穴 が、それ以上の吹出口数と比較し

て 、良い結果をもたらす O 吹出口 1穴でも、気流誘導シート有

り は、気流誘導シート無し と比較して、豚に均 一 な気流を 当 て

ることができる。

冬期における測定結果か らは次の結果が得られた O

( 6 )舎内 発 生顕熱量 3950w、 換 気 回 数 4回/hの条件下で、舎内

平均気温は、外気温より、平均 6.9i::0.9K高くなった O その変

動係数は o. 1で、舎内外気温差は日射に影響されない。これか

ら、通風式 二重被覆構造壁体は従来の豚舎壁体と同程度以上の

断熱性能を備えている。

( 7 )壁体の 断 熱 性 が 優 れ ていることから、冬期において舎内気

温上昇に関係する熱量は豚体 からの発生熱である O

( 8 )放射冷却 に よ る 損 失 熱 は、通気層空気の熱量で補われ、さ

ら に 、 それは 内 側 被 覆 材 か ら 舎内へも熱を伝える O

( 9 )舎内温度 分布 、舎 内気 流方向および舎内無次元温度分布か

ら、冬期においては、吹出口 2穴が舎内環境に適している O 気

流誘導シ ー ト有りの利点が大きくないことから、気流誘導シー

ト無し、吹出口 2穴が 冬期 に は 適 し て い る O

( 1 0 )東側壁 体 に 透 過 性 部 材を用いることにより、日中の直達日
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射の取得熱があ るが 、夜 間 の 放射冷却によって熱が損失するこ

とから、 そ の メ リ ッ ト は な い O ま た 、 透 過 日 射 の 土 壌 蓄 熱 は 期

待 できない O

3.舎内気温予 測数 学モ デル に関する研究

( 1 )数学モデルによる計算値と実験による測定値を比較した結

果 、両者の 差は 0.1::t0.6Kとなり、計算値と測定値はほぼ一致

した O したが っ て 、 こ こ で提案するモデルが有用であるといえ

る O

( 2 )暑熱対策について検討した結果、換気回数と舎内外気温差

の逆数は、 2次曲線的な傾向を示す O

( 3 )年間の計算結果から、透明壁体を用いることによって、日

中、舎内 気 温を 上昇 させ る が 、 夜 間 、 放 射 冷 却 で 舎 内 気 温 を 下

げ、また土壌蓄 熱効 果も 期 待 できないことなどから日射を透過

させる意味はない O

( 4 )通風式二重被覆構造豚舎を東西棟と南北棟にした場合の舎

内気温を 比 較し た結 果、 両者の差は認められない O こ れ は 壁 体

構 造が日射の影響を受けにくいことからもたらされている O

( 5 )通風式 二 重被覆構造豚 舎を全国に普及させるために、各地

での舎内環境 の計 算結 果か ら、関東以南の地域では冬期に補助

暖房無しで 、 北海 道、 東北地 方では補助暖房を用いれば生産豚

舎 と し て の管理ができる。

4 .今後の 課 題

本研究 は 、 舎内 の温 度環 境および気流環境について考察した O

しかし、 豚の健康状態にエアロゾルが関係することから、今後、

エアロゾル環 境に つい ても 検討する必要がある。また、長期間

に渡って実際に 豚を 肥育 した場合に、どの様な反応を豚が示す

か 検討する必要がある O 通風式 二 重被覆無窓豚舎で豚を実際に
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飼 育 す る 場 合、床面にオガクズを敷いて、糞尿 等 をオガクズに

吸 収 さ せる方法が考えられる O その場合、舎内の湿度環境およ

びせん虫発 生 等の問題が考えられる O しかし、これらの問題は、

実際に豚を肥 育し なけ れば 、わからない点が多いので、今後の

検討を要す る O

さ らに、豚舎構造面では 通 風層に外部からの風が逆流する場

合がある の で 、 そ の 対 応 に つ い て 検 討 す る 必 要 が あ る O 材料で

は、壁体にフ ィ ル ム を 用 い て いるために、半永久的に使用でき

るという 物 で はな い O そ こ で 、フィルム等の耐久年数を考慮、し

て経済性 に つ い て 検 討 す る必要が今後、必要であると考えられ

る O

温度環境および気流速環境 の検 討か ら、 通風 式 ニ 重 被覆無窓

豚 舎 の 実用は可能であると考えられる 。 しかし、より適した環

境を作る に は 、 以 上 の 課 題 を 解決することが望まれる O
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